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領
助
鄕
-騷
動
 

3

六

(

芸

土)

と
記
し
で
あ
る
の
を
以
っ
て
見
て
も
、
多
少
の
處

S

は
受
け
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
八
ヶ
村
側
の
勝
利
I

っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ

』

：
 

う
。
傲
.代
の
者
歸
村
の
日
十

•「

月
二
十
六
.日
に
は
各
村
と
も
村
境
ま
で
出
迎
へ
た。

‘…

•

、
，

'

以
上m

月
十
日
に
始
f

、
十
一
5

十
六
日
ま
で
七
ヶ
月
餘
の
廣
期
に
軍
る
助
鄕
騷
動
も
-
結
局
領
主
の
補
助
に
依
？

終
結
を 

告
げ
た
o: -
c
の
'長
期
間
に
苴
る
訴
訟
の

「

費
用
t
決
し
て
少
な
い
も
の
で
な
か
っ
た
に'違
ひ
な
い
o
不
幸
に
し
て
ぞ
れ
に
，關
す
る
文
献
は 

何
も
淺
っ
'て
ゐ
な
い
か
ら
解
ら
な
い
が
、
さ
う
し
た
费
用
•を
拂
っ
で
V
な
ほ
■新
規
肋
鄕
を
頑
强
に
拒
否
し
た
の
は
何
故
で
あ
ら
う
か
9 

さ
ら
に
彼
等
の
あ
る
者
は
身
命I
賭
し
て
强
^
し
て
ゐ
る
0
そ
れ
.は
單
.に
こ
れ
が
先
例
と
な
っ
て
後
患
を
遺
す
と
ー
其
ふ
だ
け
で
は
ま

(
o

 

助
鄕
そ
れ
自
體
が
®
だ
し
き
村
の
負
擔
だ
つ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
又
藩
當
局
が
避
だ
勝
腰
で
あ
っ
た
の
は
、
單
忆
そ
れ
が
小

^
で
あ
り
、 

，又
當
時
の
武
士
階
級
が
多
く
優
菜
不
齓
で
あ
っ
た
ば
，か
り
で
は
な
い

0
助
鄕
が
農
村
を
疲
弊
せ
し
め
る
と
灵
ふ
事
實
に
對
し
、
さ
う
强 

,應
的
な
態
度
を
採
る
こ
と
も
出
來
な
か
づ.た
た
め
で
.あ
ら
う
。
農
村
の
資
料
を
檢
す
る
と
助
鄕
に
關
す
る
愁
訴
歎
願
は
頗
る
多

v>
o
こ 

れ
は
單
に
ぞQ 

,一
っQ

例
に
•過
ぎ
な
い
。
，'
, 

:

‘

ノ(

昭
和
士
1

5
肯
十
五
日
嘀
ノ 

,

獨

逸

0

植  

民  

±也 

問

m

it

關

す

る
— I ■■叙

山

登

■

ナ
チ
-
x政
權
の
»
3£
に
依
t
名
實
共
に
、獨
逸
に
.於
け
务
獨
裁
權
を
掌
握
し
た
ヒ
ッ
ト
ラ
，

1
'が
ナ
チ
.ス
結
成
以
來
.の
主
張
で
あ
つ
た
瓚 

獨
領
植
民
地
.返
遺
.の
要
求
を
淇
の.國
策
の
‘一
と
し
て
採
り
上
げ
た
事
は
事
物
の
當
然
な
成
行
き
で
•あ

ら

ぅ

。

而

か

も

近

時

，世

#
的

に

見. 

ら

れ

る

經

濟

的

國

家

、壬

義

の

傅

播

ぱ

原

料

資

源

供

給

地

.の

確

保

を

め

ぐ

，
‘つ
て
激
し
\<
>
國
際
的
な
對
立
を
坐
み
、
所
謂

「

不
滿
足
國」

と
し 

て
の
‘獨
逸
が
自
國
の
經
^

展
を
意
圖
し
て
共
の
返
還
要
求
を
益
e
强

化

•せ

る

事

は

周

知

め

員

*
で
、あ

る

。

從

つ

て

現

*「

，滿

足

國M; 

と
n不

滿

觅

p
m

r

持
て
へ
る
國
：

I

と「

持
.た
ざ
る
國」

の
摩
擦
に
關
す
る
問
、題
ぽ
世'热
論
壇
<0
,中
心
題
_
で
あ
り
、
時
に
前
容
の
立
場
か 

ら
又
特
に
繁
し
く
後
笤
の
立
爆
か
ら
’夫
々
の
生
張
を
城
開
し
て
多
く
の
著
作
が
發
表
せ
ら
れ
て

•ゐ
.る
0、
獨
逸
に
於
て
は
前
述
の
如
く
そ 

れ
が
，
i

の
一
で
あ
り
八
フ
や
鼪
民
の
總
窻
を
以
て
支
持
さ
れ
て
ゐ
る
事
に
ょ
つ
て
此
の
傾
向
は
顯
著
で
あ
り
相
次
い
で
本
問
題
に
關
す 

る
著
作
が
.刊
行
さ
れ
て
唐
る
？
 

•
' 

\

、».
の
.場
合
獨
逸
调
に
於
て
植
民
.泚
返
還
要
求
の
理
由
と
し
て
擧
げ
る
所
は
先
づ
現
在
國
際
聯
盟
に
ょ
る
委
任
統
治
下
に
衣
る
之
等
領 

域

に

對

し

て.ゥ
.ィ
ル
ソ
ン
原
則
を
楣
に
其
の
か
有
權
が
獨
逸
に.歸
屬
す
ベ
き
と
の
法
律
的
根
據
、

-

次
に
現
今
世
#
諸
列
强
國
中
に
於
で‘ 

獨
逸
の
み
が
非
所
有
國
で'あ
る
.
.に
對
し
て
，
の

國

家

的

貞

#
の
W

M
、
*
後
に
メC
し

セ

最
.̂
'
㈣
か

に

、
ぃ
原
料
«
源
^
得

、
.
本

國

製

品

販

^
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獨
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の
.植
圾
地
問
題
に
關
す
る
ニ
著
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路
、
；

.

或

は

過

，剩

人

.
ロ
捌
に
と
し
て.の
經
濟
的
.必
要等
-で
I

P

,而
：か
も
‘其
れ
が
現
實
の
問
題
と
し
て
捩
ば
れ
各
場
合
に
は
舊
領
荷
地
の 

大
部
分
が
所
往•し
、
§L

つ
又
現
時
歐
洲
り
へ
の
职
料
資
源
供
給
地
と

.
し
て
益
5

北c

の
重
§
■
を
增
大
し
來
つ
た
ア
ス
.リ
カ
大
陸
，の
#
分
过 

に
.要
求
が
集
中
ざ
れ
各
事
は
必
然
‘で
：あ
，るo 

V:

.

へ 

.

/

兹
.

に
.

紹
介
せ
ん
，と
す
石
ニ
荞
も
全
く
前
述
と
同」

の
線
に
沿
つ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
加
ふ
る
に
未
開
地
ア
フ
リ
カ
火
降
のf

： 

鞔
に

.

戴
つ
で
の
獨
逸
國
民
の

.

文
化
才
能
が
特

-

に
强
調

.

せ
ら
れ
る

o
.
.
.
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は
六
人

I

者
に
ょ
る
獨
逸
植
风
地
問
題
硏
究‘

s

論
集
で
あ
り
？

の
觀
點
ょ
ゎ
本
問
題
が
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は
れ
る
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容
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の
六
扁
文
を
含
バ

Karl

J

:

は
先
づ
近
世
の
植
民
地
活
動
裏
セ
獨
邋
は
列
國

1

れ
て
之
に
參
加
し
、
ま
如
も
其
の
政
策
に
は
帝
讀

|

蘧

？ 

無
か
づ
■

を
主
張
し
た
後
に
、
：大
戰
中
に
.於
げ
る
コ
ン
ゴ
1
條

約

の

破

棄

及

び

其

後

Q

列

國

の

.

植

思

地

.
活

動

に

於

け

る

國

際

的

な

政
 

治
的
協
力
の
_

並

懂

寒

_

;.
«
_

碧

_

福

义

現

.代
磐

げ

^
原
料
働
給
地
と
#
て
の
ア
フ
リ
方
太
陸
の
重
要
牲
を
指 

摘
す
る
事
に
ょ
っ
て
ノ
织
ら
く
獨
逸
を
含
む
各
列
國
は
組
織
的
な
國
際
璧
カ
の
手
段
に
^
へ
が
領
有
地
の
確
定
化
と
共
に
相
瓦
間
の
:-

戰&

囘
避
k
努
力
す
べ
き
と
爲
す
;°
而
か
も
彼
.は
特
に
世
界
の
各
植
民
地
ボ
ル
ク
エ
，ヴ
ィ
ズ
ム
化
蓮
動
の
.危
機
に
對
し
て
各
列
掘
の
共 

同
成
を
，
强調
する
。

V

、 

.

 

,
- 

-
-

 

s&gk

の
說
-<
所
は
妝
往
者
敎
.育
の
方
針
で
あ
.り
凡
て
植
民
地
.原
住
者
の
，敎
育
に
噙
つ
て
は
原
怯
著
：の
猶
鹤
習
惯
を
翁
重
し
乍 

ら
興
.の
文
.化
的
向
ヒ
を
計
6
べ

き

.̂
の
見
地
ょ
：り
詳
さ
に
其
の
具
體
的
手
‘段
.に
'說
き
及
.ぶ
。.

從
づ
て
問
題
«
1

敎
育
：
«
業
敎
育
に 

11
:
ら
ず
ー
役
の
精
神
的
修
養
、
特
に
キ
リ
ス
ト
敎
普
及
を
目
的
と
す
る
宗
敎
敎
育
を
も
包
含
す
る
。
而
し
て
斯
か
る
原
怯
漭
敎
宵
の
究 

極
が&

的
樣
植
民
維
願
§

'i
支
配
國
民
A
の
理
解
あ
る
協
力
に
求
め
ら
ル
名
。
蓋
し
^̂

の
蔣
慮
な
く
し
.て
.行
.は
れ
石
舊
文
明

.の
，
 

栘
入
は
叙
上
.の
.、目
的
を
外
れ
る
‘處
あ
る
が
故
で
あ
る
。
ぺ

..

.

.
-
更
に
は
他
の
植
段
國
と

‘の
文
化
的
協
力
.へ
の
前
提
並
び
に
可
能
性
に
就
，て
論
ず
る
。
即
ち
其
.の
前
提
と
し
て
は
ー
各
植
民 

國
は
自
國
の
文
化
を
適
用
ず
'
.
べ
き
自
身
の
領
域
を
必
要
.と
し
、
各
々
其
の
.傲
蟓
に
於
て
自
國
’の
文
化
的
活
動
を
活
綠
な
ら
し
■め
つ
、
相 

互
，.に
は
協
力
し
’て
其
れ
等
領
域
の
•文
化
的
發
M
に
當
る
ぺ
き
で
あ
り
又
其
の
可
能
な
る
事
，を
說
ぐ
。
無
論
北
ハ
の
場
合
に
文
化
的
才
能
あ 

:る
國
と
し
で
獨
逸
め
參
加
が
©
請
せ
ら
れ
る
。，

，，
-
•
'
•
•

 

‘ノ

次
-
に
-̂

ぼ
皆
督
ゾ
は
特
に
ァ
へ
ァ
リ
ヵ

-を
取
上
げ
て
ナ
フ
、タ
ヵ
硏
究

.
に
關
し
て
，大
戰
前
獨
逸
の
努
力
の

.
太
で
あ0
た

事

、
；
而

.
か

も

大

戰 

後
舊
植.民
地
.の
#-

は
れ
.た
後
も
事
情
は
依
然
同
--
.

で
.あ

る

翦

を

カ

說

，
し

>

實
際
に
於
で
斯
か
る
目
的
の
爲
め
に

.
活
動
し
つ
、
あ4
機
關 

或
は
多
數‘Q

著
作
文
献
に
就
て
說
明
す
る
？

' 

. 

"
‘ 

：

• 

‘
，
.

.

.
-^
e:^
,£
ば

母

國

經

濟

，
と
0
關
聯
に
於
て
植
民
地
¥
料
供
給
の
間
題
を
：取
极
び
、
現
時
.の
.世
坭
經
濟
0

#鎖
化
龙
指
摘
す
‘る
と
共

 ̂

.原
料
養
源
供
給
地
と
.し
て
の
-植
段
地
、§

要

性

を

明

が

に

し

、、
，、
同

i

國
旗
の」

下
、に
又
統
；
 
一■ 

f
货
幣
制
度
.の
T
に
獨
逸
本
國
P
經
濟
が 

受
く
，ベ
：き
利
益
を
强
調
し
斯
か
る
目
的
に
.向
つ
.て
植
民
地
を
宴
求
す
4
と
結
ぶ
。

‘
ン

：

'
、
'

狨
逸
.の
.植
氏
地
，間
.題
.に
關
：す
，.る
：ニ
‘落 

，

. 

一
 

J
S丸



碑
逸
の
植
民-地
間
題
に
關
す
名
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.最
後
に
本
書
の
編
輯
者
た
る■ 

I

は
原
住
者
政
策
と
題
し
て‘先
づ
從
來
の
植
民
地
支
配
の0
0
毖
て
分
析
を
行
つ
た 

後
、
原
住
富
對
す
る
取
扱
方
法
を
中
心.と
し
.て
、
T
、フ
；兄
力
に
於
け
る
近
時
の
社
會
問
題
を
土
地
、
勞
働
發
ハ
：其
他
の
被
傭
者
、
或
は 

又
智
_

級
等
の
觀
點
か
ち
取
极
ふ
？
共
の.楊
合
彼
の
圭
眼
，と‘す
_る
：所

ば

瓯

洋

文

化

と

：
の

接

觸

に

ょ

り

原

住

者

そ

壓

追

す

る

事

な

く

坐 

活

贫
1
む
，る
方
策
如
何
で
：
あ

り

、
，
玲

人

讨

常

に

指

尊

者

的

或

は

敎

師

的

立

場

を

以

て

之

に

臨

み

黑

人

の

坐

活

條

件

の

向

上

を

訧

る

べ

き 

と
爲
す
令
從
つ
て
此0
際
に
飽
ぐ
迄
.原
俾
者
の
國
民
性
或
は
社
會
的
文
化
的
傳
銃
の
：尊
®
菜

め

;^
れ
名
o
' 
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以
上
^
る
如
く
本
書
は
各
人
が
失
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：
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套

か

ら

植

民

地

，問
題
を
捉
ぺ
；
，
で
論
じ

..た
:?
>
:
:
の
.で
.
'あ
<り
、
' .夫 

>
.の
分
^
に
於
て
幾
.#
•の
參
考
‘ 

と
す
.べ
き
事
柄
が
含
ま
れ
る
。-W
しH

變

§

植

益

靈

Q

囊

を

提

出

し

，つ

、
あ

る

獨

逸

q

翼
が
如
何
に
植
民
地
問
題
に
就

て
考
察
し
、
k

如
何
に
建
設
的
な
意
_

を
以
.
で
.
硏

究

を

進

め

つ

、
'
•ある
.か
の
概
要
が
本
書
に
，依
つ
て
可
成
り
包
括
的
に
雷
れ
る

.
o 

返
還
：興
求
の
是
否
.は
兎
も•角

と

し

て

、

，獨

醫

民

の

•
目
に
映
じ
た
植
思.地
問
題
を
理
解
す
石
上
に
興
味

t

著
作
で
あ
ら
ぅ
，
要
求
を 

提
出
す'る
'か
ふ
に
は
硝
固
た
る
.
根
據
が
必
要̂

あ
り
’
又
充
分
な
對
策
な0
準

備

含

：を
不
可
欠
と
す
る
0

此

の

、
意

味

で

證

罵

P

熱 

心
な
る
態
度
は
賞
購
の
價
す
る
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す
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民
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あ
’4:
獨
逸
；

Q
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返
還
要
求.の
熱
意
を
裏
書
し
支
持
す
名
•點
で
は
前
揭
書
士
同
樣

. 

で
あ̂

が
、
實
證
的̂
!

た
る
點
に
於̂

政
策
的
な
劳
慮
を
含
む
前
揭
書
と
„は
餘
程
趣
を
異
に

し
_て
^'
*̂

。
ゝ
即
ち
與
の
扱
ふ
所
は
»-

狀
_ 

炉
分
析
で.あ
り
、
、
ケ
フ
リ
ヵ
大
降
を
始
め
其
他
の
識
域
に
於
け
冬
舊
獨
領
植
民
地
-の
近
時
の
社
會
的
經
濟
的
情
勢
に
關
す
る
報
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*

©

、

. 

褪
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成
し
公
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へ
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六
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に
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旦
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て
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思
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沣-§
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，^'
揭

載

せ

；
ら

れ

た

も

の

‘の
0

^

で
|>

る

り
,-

即
ち
本
書
は
現
在
委
任
統
治
下
に
ぁ
る
舊
獨
領
植
民
地
を」
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サ
モ
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六
'地
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域

に

分

つ

.，..て

鸾

察

し 

夫
々
の
領
域
に
於
て
發
表
せ
ら
れ
た
母
國
へ
'の
報
告
書
及
統
B+
資
料
を
蒐
集
し
て
整
理
し
以
て
各
領
域
に
於
け
る
實
際
情
勢
の

0
0
0 

な
描
寫
を
與
へ
、
之
を
通
じ
て
一
般
獨
遇
國
瓦
に
大
戰
に
ょ
り
獨
逸
ば
幾
何
の
地
を
失
つ
た
か
を
具
體
的
に
知
ら
し
め
ん
と
す
る
多
タ 

に
宣
傅
的
な
意
劂
を
以
て
嘗
か
れ
た
も
の
と
解
名
れ
る
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從
3
て
各
領
域
.に
關
し
て
土
地
及
人
口
の
記
述
に
始
ま
り
、
次
い
で
各
產
.#
部
門(

農
業
、
收
畜
業
、林
業
、鑛
業
及
び
贸
渴
等)

に
分 

?

夫
ム
統
計
資
料
(0
利
用
.に
依
っ
て
實
證
的
な
考
察
を
進
め
る
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典
の
際
、
各
領
域
に
於
て
、
原
料
供
給
上
又
は
貿
易
關
傲
上
0
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.殊
生
を
指
摘
し
乍
ら
最
近
で
の
經
濟
的
な
發
展
程
度
を
明
か
に
し
、
之
に
ょ
り
獨
逸
.が
失
：つ
た
利
得
を
如
實
に
訴
へ
る
も
0
で

ぁ

：
る
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,今
是
れ
等
の
實
證
的
な
叙
述
に
關
し
静
述
す
る
餘
裕
を
持
た
な
い
が
、
'使
用
の
銃
許
資
蛛
は
昝
領
域
に
於
て
必
づ
し
も
ー
致
し
な
い
と 

は
云
へ
、
.多
く
は1

九一

一
九
年
或
は
一
九
三
一
年
ょ
り
一
.
九
三
六
年
に
及
ぶ
も
の
で
ぁ
り
、
大
體
に
於
て
最
近
の
發
展
倾
问
を
示
す
に 

足
る
.と
思
は
れ
る
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實
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な
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逸
植
民
地
問
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と
し
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大
い
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